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年間予約購読は前金にて書店あるいは弊社宛
お申し込み下さい．ただし，年間購読料は年
度により異なりますので，書店または弊社ま
でお問い合わせ下さい．
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　今回の特集は，総論 5編，各論 7編で構成したが，過去のデータから最新の
研究まで含まれており，この 1冊で内視鏡検診から内視鏡治療後のサーベイラ
ンスまで胃癌の見落としに関して検査時に注意すべき点を学べる内容となった．
　本特集での胃癌見落としを防ぐための共通点としては，検査の網羅性と病変
認識能力の向上が挙げられる．それをサポートする画像強調法，AI 支援，リス
ク層別化などの技術は日々進歩しているため，必ずしも熟練の内視鏡医の検査
でなくても，この課題はクリアされていくことが予想される．しかしながら，
病変を認識した後での適切な生検の実施については内視鏡医の技術的な課題と
して残り，内視鏡医が適切な教育を受けて経験を積むことが今後も重要である．
そのような内視鏡医の技術的な課題の向上を支援する技術開発も今後必要と思
われる．
 （山本　頼正）
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